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組織培養法ニ就イテ

京都帝国大感激授木村廉博士講述（京都外科集談合IO月例曾＝テ）

先日本合ノ幹事カラ，今夕何カ話ス Fレ株ニトノ；事デシタカラ，組織培養ノ極ク Lアウトライ

ン寸ニ就イテ御話シスル事＝致シ 7 ス。諸君モ組織埼養＝就イテハ色々御承知ノ御事ト存ン？

スガ，今夕ハ全ク御存ジナイモノトシテ御話シ致シ 7 ス。

抑モ組織ヲ生韓外デ培養ショウ ト云 フ企ハ既ニ商l1J:l:紀ノ末葉＝ ソノ1JH井ヲ認メル ノテアリ？

スガ，今ノL組織培養「ノ基礎ヲナスモノハ，何ト云ツテモ1907年Lハ リスン寸（Harrison）ノ行ツ

タ貫験デアルトコハ ヰ、パナリ？セン。同氏ハ膿外＝取リ 1-Hシタ蛙ノ神経繊維ガ蛙ノ淋巴ノ中デ

立波ニ殻育成育スル事ヲ認メタノデアリ 7 ス。

排，組織培養方法デアリ 7 スガ，現今最モ成ク行ハレテ居Jレ方法へた館ニ於テコレヲ被復

硝子法（D eckg las-methode）ト場法（Flaschen-methode) トニ大別スルコ トガ/:IHkvス。

先ヅ被覆硝、子法ノ御話ヲスレパ， Deckg las叉ハ Glimmerplatte（雲母板）ヲ用意シテ，コノ中

」jとへL £ス寸ト針トノカヲ籍ツテ血援ノ一滴ヲltilJ影＝薄ク横ゲマス。引：ィデ培養ショウト思フ臓

器叉ハ組織ノ小片ヲ此ノ部分へ置キ，更ニ組織座搾液ノ一滴ヲ加へ？ス。スルト間モナク血援

ハ凝憧lシテ，組織片ハ共ノ中ニ担波サレ タ形トナリ 7 ス。ソコ デ一方，細菌・製デ懸滴；模本試験

ナドニ刑ヰル彼ノ凹筒故物硝子ノ凹簡ノj司聞ニ Vaselinヲ生 リ附クテ，組織ヲ植ヱタ被覆硝子

ヲ組織ノ アル商ガ凹詩ノ所へ向 フヤクナ位置ニ置キ 7 ス。 j1icy方ノ硝子板ノ間ハ念ノ時；： Lパラ

フィン可 デ封鎖致シ 7 ス。「レデ培養ハ終ツタ諜デ，容器ヲ瞬化器＝入レテ細胞ノ護育ヲ待テ

パ良イノテーアリ？ ス。

場法ト云フノハ管口ヲ持ツタ l~l庁長ノ ＇ I＇：タ イ撞ノ『11 へ札織ヲ培養スルカ・法デ アツテ，高Ii法ニ比

ベルト容器ノ内容ガ徐程大ナルタメ．従ツテ養分モ多 ク入レル事ガ出来，叉有毒ナー新陳代謝産

物ナドノ蓄積デ，組織ノ護育ガ阻害サレル事モ少ク，百Iナリ長イ間ノ嬬養ニ趨シ．向数多クf

組織片ヲ培養スルコトガ出来7 ス。間ンテ以上何レ f；方法ニ依ル揚合テ句モ，寅験中 ニ細菌ガ埼

養基ノ中ニ迷入スレパ焼ニ護育シ始メテソノ嬬＝組織ノ：護育ガ妨ゲラレタリ又ハ十分ナ槻察ガ

向来難クナリ ？スカラ，使用スル容器及ビ諸材料ハ無菌ノ モノ ガ必要デ，培養操作中＝定集中

ノ細菌ガ迷入セヌヤウ ＝注意セネ バナ リマセ ン。

一度培養シタ組織ハソノ億デ何時迄モ殻育ヲ縦ケテ行ク龍デハナ ク．細菌ナドノ揚合ト同稼

ニ矢張リ一定期間ノ後ニハ新シイ培養法エ槌ヱ林へテヤラナタレバ，組織ノ：生活僚件ガ次第エ
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悪クナツテ来テ途＝ハタピ減スルニ至リマス。此ノ植替ハ被覆硝子法ノ揚合エハ凡 ソ:Z-3日目，

場法ノ揚合ニハ凡ソ 7-8日目ニ 1悶ノ割合デ行フノガ宜シイ 。 但シ何等カノ都合デ植替ノl:H

来ナイ時＝ハ容器ヲ瞬化器カラ出シテ暗イ揚所＝保存シテ世クパ護育ハ起リ マセンカ‘数日，

数日ノ問組織ガ死減スルコトハアリ？セン。此ノ事賓ヲ利用シテ培養シタ組織ヲ郵送スル事カe

出来，三~三カラ竺二口三J・ニ郵送サレタ組織ハ立減＝三二旦之ごノ研究所デ護育ヲ続クテ

ヰ7 ス。

主音養シタ組織ガ果シテ護育シテヰルカドクカト云フ大韓ノコ トハ肉眼デモ分ルモノテアリ 7

シテ，護育ノアル揚合ニハ，培養シタ組織片ノ周圏ニ宇透明ノ最ガ認、メラレ，若ν組織力死滅

シグ様ナ揚合ニハ勿論此ノ様ナコトハ無ク，共上＝組織ハ不透明デ次白色ヲ呈シマスカ ラ良ク

宇lj別ガ出来？ス。尤モ詳シイコトハ勿論頴微鏡検査ニ依ラ司・パナリマセ ン。此ノ場合通常ノ組

織製的検査ノヤウニ切片ヲ作ツテ染色シテモ良イノテアリ 7 スガ，議育シツ、アル市Hl胞ハ薄居

ヲ作ルコトガ多ク. Jj延々 一軍唐ヲ作ルモノデアリ？スカラ輩＝回定染色スルダクデ良イ結果ガ得

ラレ？ス。而シ組織培養法ノ特徴トモ云フペキモノハ組織ヲ染色シナイデ， コレヲ加温装置ヲ

施シタ顛微鏡デ検査シテ，細胞ノ運動，異物構取，綾ノ分裂， 頼粒ノ流動等ヲ親シク観察シ得

l L，黙デアリ？スU 此等ノ：事柄ハ活動窮民＝撮影シテ詳ク研究サ レ， コレエ依ツテ今迄不明デア

ツタ黙ガドレダク間明サレタカワカリ ？セン。

薬物トカ毒－素トカ其ノ他色々 ノ要約カ

J支影器デ一定度ニ横大シテ紙面．ニ投影セシメ’ ソノ輪廓ヲ鉛筆デ紙＝記入シテ置イテ，次ノ日

エ又同一ノ紙面＝輪廓ヲ記入シ 7 ス。斯ク シテ毎日其ノ大イサヲ記入シテ行キ 7 ス 1－，組織ノ

護育スルニ従ツテ時々同心圃ノ様ナ形ガ幾ツモ聾カレルコト、 ナリ，共ノ各々ノi冨積ハ，しプラ

ーメータ＿，ニ依ツテ容易ニ知Fレ事ガ出来？ス。今培養日数ヲ横軸ニ， 護育ノ程度ヲ示ス数字

ヲ縦軸＝取リ？ スト，組織護育ノM態ハーツノ曲線デ表ハスコトガHi＊テ，種々 ノ研究ニ徐程

使宜ガ得ラレ？ス。

採， ドノ様ナ細胞ヲ培養出来ルカト巾 シ？スト，結紛¥'i織母細胞， E大軍核白血球，上皮細胞

虹彩，網膜，水晶臆ナドノj軟骨車Ill胞， 一二ノ腫蕩細胞ナドハ純粋培養ガ出来？ス。 共ノrドデ

上皮細胞，軟骨細胞等ハ専ラ此 ノ細胞 ＝依ツテ出来テヰル組織，自日チ水晶臆 トカ軟骨 トカヲ培

養ス1レ事エ依ツテ：其ノ目的ガ達セラレ？スガ，結締織母細胞トカ， ：巨大軍按白血球ナドノ揚合

ハ梢之ト趣ヲ異ニシテ居リマシテ，結締織母細胞ノ；場合ニハ例へパ先ツ、鶏胎ノ心臓片ヲ培養ス

ルノチアリ 7 ス。 サクシマスト最初ニハ心筋細胞， 内被細胞，結締織母細胞等ガ護育シ？スガ，

他替ヲシテヰル間＝他ノ納l胞ハ死滅シテ唯生活力ノ旺盛ナ結締織母細胞ダタガ護育スルヤワ＝

成ツテ来7 ス。イ旦シ結締織母細胞ト形態的ニ匝別ノ出来ナイ内被細胞カ‘混在スル場合カoアルト

去ツテヰ1レ塁持者モアリ 7 ス。 E大軍按白血球ノ；揚合モ同犠デ血液 カラ白血球 ノ部分ヲ培養スfレ

．トil＊巴球，多核白血球等モ勿論護育スルノチアリ？スガ，間モナ ク死減シテ巨大軍按白血球ノ
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純粋培養ガ得ラレル般ニナリ 7 ス。生前カノ強イ腫蕩細胞 ノ培養モ此ノ方法ニ伏リマス。

純粋培養ノ出来ナイ場合テモ二種以上ノ細胞種ノ混在スル所ノ培養ハ殆ド綿テノ組織又ハ臓

器＝就イテ行ハν？ス 0 ｝之内. ~irl1粧等ノ他，筋肉織トシ？シテハ心臓筋，横紋筋，卒j骨筋，腺

組織トシ 7 シテハ胃，腸，陣臓，唾液腺，肝臓，甲赦腺，腎臓， 同lj腎，肺臓，皐丸，卵巣等，造

血臓器トシ 7 シテハ牌臓，淋巴腺，骨髄等，要スル＝培養ノH＇，来ナイ組織ハ殆 ド無イト申シテ

元文へアリ 7 セン。尤モ共＂ i-tニハ十数年間培養シテモ形欣ヤ性質ノ鑓化シナ’イ結締織母細胞ャ，

数年間培養シテモ之ヲ動物＝杭ヱノレ 卜立i辰＝腫寝ヲ作ル肉腫ヤ府II重ノ組織モアリ ？スカ＼又ー

カニハ他ノ細胞ノ~：ill デ死滅スル細胞ヤ，培養中ニJf~ャti：：欣ノ鑓ツテ＊＇レヤクナ細胞モアリ マ

ス。培長サレタ組織ヲ騨卵器ノ中ニ入レテ置キ？スト一定時間後ニハ細胞ガ護育シテ－＊....ス。

然シ共ノ護育ノ模肱ハ組織ノ種類ニ依ツテ一様デナク，結締織母細胞デアリ 7 スト網JjJ：，上皮

性細胞ハ古f!k，牌臓等ノ時＝ハ細胞ガ』'I{~モ砂ヲ撒イタ椋＝一見秩序ナシニ護育シテ来7 ス。細

胞ガ専ラ間接分裂法＝従ツテ，前期，中期，後期， 末期，復醤期等ノ諸時期ヲ粧テ，分裂シテ

行クAA態トカ，み穫ノ細胞ガ擬足ヲ出シテ所謂Lアメーパ1様運動ヲシテヰル紙態ハ，加温装置

ヲ施シタ頴微鏡デ親祭シマスト容易＝観察出来テ面白イモノデアリ 7 ス。培養サ レ7 シタ組織

ノ設育ハ径々ナ僚件ニ（kツテ支配サレル物デアリ 7 シテ，温度ャ乾燥， J七ノ他 PH，紫外光線，

I悟1J，」ガス「，i活歴，と乙上_f_と線， Lラヂウム寸線等ガ卸チゾレデアリ 7 スガ特＝各種ノ4且綴

ニ歩｜スル薬物ノ；影響ニ闘スノレ研究ハ非常＝多ク，製術的ニモ貰際的ニモ有経ナ成績ガ ドシドシ

泉カ、ツテ居リ？ス。ソシテコレハ向今後ノ研究＝快ツ鮎モ多々アル事ト足、ハ レマス。更ニ新陳

代謝ノ研究ニ；：；？リ 7 シテ，此ノ組織.i;'r益法と依リ 7 スト． 或特別ナ細胞腫， 就rj~純粋＝培養サ

レタ納1胞ガ護育スル場合ニ符？レル新陳代謝ノ有様ヲ窺フ事ガHJ－＊＂＇ス。組 織培養法ノ！雇用へ

「ノ様＝康範匡iニ渉ルモノデアリ？ スカ＼ 清Jffi’教授ノ下デ行ハレテ居ル生惜染色法ノ研究モ~

ノーテアリ 7 ス。向最近組織培養法ヲ細菌感又ハ免疫事へ際用スル事ガ行ハレ始メ？ンタ。

此ノ方面 ノftlfズモ極メテ康￥i'Lデアリ 7 スガ， 竹1）へバ結核菌ヲ組織 ト共ニ培養シ7 スト，樟内ニ

於う 1レ結十川I：ノ費化ノ一例デアル結節ト同一 ノ襲化ガ起リ詳シク共ノ過程ヲ追究スJレ コトガ~~

a~ ..ス。更ニ細菌出必，蛇毒等ニ就イテ色々ノ興味アル貫験ガ行ハレテヰマ ス。 i慮過性病漉儒

及ピLリツうツヂア「ノ研究ニ組織活養ハ非常＝大キナ貢献ヲシテヰ？ス。現在デハコ レ等ノ病

源膿ハ此 ノ組織培養法ニ依ツテ ノミ培養サレ得ル物デア リマス。 此ノ一事夕、クカラ考ヘテ見マ

シテモ如何ニ組織培養法カ＊必要デアルカガ分 リ7 ス。免疫皐ニ閥シ？シテハ，細胞毒，喰憧現

象，過敏!fl!ー：＝就イテモ此ノ新シイ研究方iL、ノ［際用ニ依ツテ，叉新シイ事寅ガ護見サレテヰ1レノ

デアリ？スガ，就－1p抗閉店E生ノ研究＝用ヰラレテ.i疑集素， itド伝説.l容血素，i容菌素等ノ所謂

~/i:鰐ハ， ＝！： トシテ主主血臓器削チ牌臓，骨髄等テ遣うレ／し事カ1手カメ ラレル エ京リマ シタ。

斯ク ノ如ク組織培養ハ近；I三特ェ著シイ進歩設建ヲ途ゲテ欝！？予I.＂州立ノ問題ニ怯程たキナ頁肱ヲ

ナシッ、ァリ 7 ス。ソシテ叉動物事，純物取ニモ漸クF昼間 ノ注ヲ見1-Hシテヰマス。此ノ康問 ／

今後ノ琵展ハRニ(ii］目＝官｛fス1レモノト信 ジ7 ス。 丈：i¥fr_'・f；：記者〉


